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(2)年頭のあいさつ

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
つ
つ
が
な
く

新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
村
農
業
委

員
会
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
の
村
内
の
水
稲
は
六
月
の
低

温
、
秋
の
長
雨
に
よ
る
登
熟
の
遅
れ

等
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
作
柄
は
農
協

発
表
で
一
〇
三
。
あ
き
た
こ
ま
ち
は

価
格
も
上
昇
し
平
年
作
を
超
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
畑
作
物
は
長
雨

の
影
響
を
受
け
た
圃
場
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

　今
年
は
平
成
も
三
十
年
を
迎
え
節

目
の
年
と
な
り
、
農
政
も
コ
メ
政
策

の
大
転
換
と
な
る
生
産
調
整
の
大
幅

な
見
直
し
の
年
と
な
り
ま
す
。
米
主

体
の
大
潟
村
に
と
っ
て
今
後
予
想
さ

れ
る
米
価
の
下
落
は
経
営
に
大
き
く

影
響
が
出
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

干
拓
地
内
の
配
分
面
積
約
一
万
一
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
（
周
辺
市
町
含
む
）
の

限
ら
れ
た
農
地
で
規
模
拡
大
を
目
指

し
て
も
自
ず
と
限
界
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
、
消
費
量
が
減
少
し
て
い
く
状

況
で
よ
り
収
益
性
の
高
い
作
物
の
導

入
、
天
候
の
影
響
を
受
け
づ
ら
い
施

設
園
芸
作
物
な
ど
、
よ
り
一
層
の
複

合
化
が
急
務
と
思
わ
れ
ま
す
。

　昨
年
十
一
月
末
に
東
京
浜
松
町
で

全
国
農
業
会
議
所
（
会
長

　二
田
孝

治
秋
田
県
農
業
会
議
会
長
）
主
催
の

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会
、

農
業
者
年
金
加
入
推
進
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
秋
田
県
か
ら
は

昨
年
改
選
さ
れ
た
新
人
の
会
長
五
名

を
含
む
二
十
五
市
町
村
会
長
。
全
国

か
ら
は
一
千
数
百
名
の
会
長
、
関
係

者
が
集
い
ま
し
た
。
決
議
内
容
は

◇ 

農
地
利
用
の
最
適
化
を
進
め
る
施

策
の
推
進

◇ 
経
営
所
得
案
定
対
策
等
経
営
安
定

対
策
の
強
化

◇ 

中
山
間
、
都
市
地
域
等
の
振
興
策

の
強
化

◇ 

食
の
充
実
と
安
全
・
安
心
対
策
の

推
進
、
国
産
農
産
物
の
輸
出
促
進

等
が
全
会
一
致
で
決
議
さ
れ
政
府
与
党

な
ら
び
に
国
会
に
要
請
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
会
場
を
移
し
農
政
課
題
等

に
関
す
る
秋
田
県
選
出
国
会
議
員
要

請
集
会
が
開
催
さ
れ
県
内
各
地
域
の

問
題
が
討
議
さ
れ
、
課
題
の
解
消
、

要
望
の
実
現
に
向
け
て
強
く
要
請
い

た
し
ま
し
た
。
国
政
の
場
で
よ
り
一

層
の
ご
活
躍
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　大

潟
土
地
改
良
区
、
大
潟
村
農
協

の
ご
協
力
の
も
と
毎
年
、
七
月
と
十

一
月
に
管
内
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
他
市
町
村
に
比

べ
、
は
る
か
に
少
な
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
不
作
付
け
と
な
っ
て
い

る
農
地
、
そ
れ
が
恒
常
化
し
て
い
る

個
所
も
あ
り
、
個
人
で
の
改
善
が
難

し
い
状
況
で
す
。
中
間
管
理
機
構
と

の
連
携
、
そ
し
て
周
辺
農
業
委
員
会

と
協
力
し
な
が
ら
問
題
解
決
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　村
内
青
年
団
体
で
構
成
さ
れ
る
異

業
種
交
流
会
主
催
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ

ー
も
村
外
か
ら
の
女
性
の
参
加
者
が

と
て
も
多
く
好
評
で
す
。
そ
の
後
の

ド
キ
ワ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
後
押
し

も
あ
り
結
果
も
現
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

関
係
各
位
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　結
び
に
今
後
、
農
業
情
勢
は
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ま
の
良
き
相
談
相
手
と

な
れ
る
よ
う
委
員
、
事
務
局
共
々
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　農
家
各
位
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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。
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迎
え
節

目
の
年
と
な
り
、
農
政
も
コ
メ
政
策

の
大
転
換
と
な
る
生
産
調
整
の
大
幅

な
見
直
し
の
年
と
な
り
ま
す
。
米
主

体
の
大
潟
村
に
と
っ
て
今
後
予
想
さ

れ
る
米
価
の
下
落
は
経
営
に
大
き
く

影
響
が
出
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。



(3) 秋田県農業委員大会報告

　第
１
４
０
回
秋
田
県
種
苗
交

換
会
の
第
３
日
目
の
11
月
２
日
、

由
利
本
荘
市
文
化
交
流
館
カ
ダ

ー
レ
に
お
き
ま
し
て
、
県
内
の

農
業
委
員
ら
約
６
０
０
名
が
出

席
し
、
平
成
29
年
度
秋
田
県
農

業
委
員
会
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　県
農
業
会
議
・
二
田
孝
治
会

長
の
主
催
者
挨
拶
で
は
農
業
委

員
会
の
必
須
業
務
で
あ
る
農
地

利
用
の
最
適
化
に
つ
い
て
「
目

に
見
え
る
成
果
を
着
実
に

上
げ
る
た
め
に
、
積
極
的

な
取
り
組
み
を
期
待
す

る
」
と
お
話
が
あ
り
、
ま

た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
離
脱
し
た
米

国
が
日
本
と
の
自
由
貿
易

協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
求
め

て
い
る
こ
と
に
触
れ
「
農

業
者
に
不
安
を
も
た
ら
す

こ
と
の
な
い
よ
う
、
政
府

に
は
毅
然
と
し
た
対
応
を

求
め
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　続
い
て
、
秋
田
県
農
業

会
議
会
長
表
彰
、
来
賓

祝
辞
、
議
長
団
選
出
な
ど

の
後
、
議
事
に
入
り
、
議
案
第

１
号
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適

化
の
推
進
に
関
す
る
要
請
」
・

議
案
第
２
号
「
秋
田
県
農
業
の

構
造
改
革
に
向
け
た
取
組
の
強

化
に
関
す
る
要
請
」
・
議
案
第

３
号
「
地
域
の
未
来
を
描
く
！

あ
き
た
農
地
利
用
最
適
化
推
進

１
・
２
・
３
運
動
の
推
進
に
関

す
る
申
し
合
わ
せ
」
の
審
議
に

入
り
活
発
な
議
論
の
上
、
満
場

一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　大
会
の
最
後
に
大
会
宣
言
を

行
い
、
大
会
出
席
者
全
員
で
の

「
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
」
に
て
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
初
め
て
農
業
委
員
会
大

会
へ
参
加
し
ま
し
た
が
、
今
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
ば

か
り
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。　最

後
に
、
昨
年
４
月
よ
り
改

正
農
業
委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
、

秋
田
県
で
は
20
の
農
業
委
員
会

が
新
体
制
に
移
行
し
、
３
１
６

人
の
農
業
委
員
と
１
９
２
人
の

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

任
命
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

私
も
そ
の
内
の
一
人
で
す
。
農

業
委
員
と
し
て
一
年
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
勉
強
不
足

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
来
年
度
よ
り
米
の
生
産

数
量
目
標
の
配
分
が
廃
止
さ
れ

る
ほ
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
米
国
と

の
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
、

主
要
農
産
物
種
子
法
の
廃
止
な

ど
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
農
家

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
大
潟

村
農
業
委
員
会
の
一
委
員
と
し

て
、
農
業
情
勢
の
変
化
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
ま
た
大
島
会
長

を
は
じ
め
、
先
輩
委
員
の
よ
う

に
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
し

っ
か
り
と
勉
強
を
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第
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委
員
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会
報
告

　平成29年１月から12月までに締結（公告）
された賃貸借における賃借料水準（10ａ当
り）は、以下のとおりとなっております。
　農地法の改正に伴い、これまでの標準小作料
制度が廃止されたことから、これに代わるもの
として、農地（周辺増反地及び畑地は除く）の賃
貸借の実勢価格を毎年提供するものです。
　周辺増反地については、農業委員会事務局
にお問い合わせください。

（単位：円/10a）

※データは平成29年１月～１２月集計数値
※データ数64件の単純平均値

賃
借
料

 平均額 最高額 最低額

 30,600 36,000 25,000

◎農地の賃貸料情報
　平成29年１月から12月までに締結（公告）

◎農地の賃貸料情報◎農地の賃貸料情報



(4)農地等の利用の最適化の推進に関する要請

農地等の利用の最適化の推進に関する要請
　国は、この８月末に、農林水産業の成長産業化と美しく活力ある農産漁村を実現するため、
「農林水産業・地域の活力創造プラン」等に基づき、担い手のへの農地集積・集約化等による
構造改革の推進、強い農林水産業のための基盤づくり等を柱に、平成30年度予算の概要請求を
したところである。
　こうした中、農業委員会組織は、昨年４月に改正農業委員会法が施行されて以降、本年７月
までに全国の約８割にあたる1,330農業委員会、本県でも20農業委員会が新制度に移行した。
これにより、我々組織に与えられた最重要課題である農地の利用集積の促進や遊休農地の発生
防止・解消などの“農地利用の最適化”に向けた具体的な取組が、農業委員と農地利用最適化
推進委員の連携のもとに本格化しているところである。
　一方、本県では、農地中間管理事業の活用により平地を中心に農地の流動化が進展している
が、中山間地等の条件不利農地では受け手不足により集積の進度が鈍く、担い手についても新
規就農者は４年連続で200人以上を確保しているものの、将来にわたって地域農業を安定して
支えていけるだけの担い手は確保されていない状況である。また、平成30年産からの行政によ
る生産数量目標の配分廃止を目の前に控え、過剰生産を行わないことに重要性は十分に認識し
つつも、今後の米づくりへの不安や戸惑いの声が多く寄せられている。
　本要請は、こうした現場の声を施策に反映させるべく、農業委員会組織の日常の活動で得ら
れた農地等利用最適化推進施策の改善に向けた課題や意見を取りまとめたものである。（以下
項目のみ）

その他、議案として
「秋田県農業の構造改革に向けた取組の強化に関する要請」
「地域の未来を描く！あきた農地利用最適化推進１・２・３運動」の推進に関する申し合わせ
が提出され、全会一致をもって決議されました。

Ⅰ  担い手への農地集積・集約化等による構
造改革の推進
１　農地の中間管理事業の充実強化

２　農業農村整備事業の促進

３　日本型直接支払制度の充実

４　相続未登記農地等への対応策の検討

５　非農地判定した農地の整備・活用

Ⅲ 米政策への対応

１　 平成30年産以降の米政策の見直しに
対する新政策の確立

２　飼料用米対策等の充実

３　種子の安定供給

４　耕畜連携への取組支援

Ⅱ 農業経営の体質強化支援

１　新規就農者の定着・人材育成の強化

２　農業機械・施設等の整備促進

３　 担い手の経営・技術・金融・販売対
策への支援

４　円滑な経営継承の推進支援

５　収入保険制度の運用改善

６　 消費税率引き上げ・軽減税率の導入

に伴う納税環境の整備

７　鳥獣被害対策の強化

Ⅳ 国際農業交渉への対応

Ⅴ  農地利用の最適化に向けた農業委員会活
動支援

Ⅵ 豪雨による被災農業者等の支援



地域の未来を描く！
あきた農地利用最適化推進
１・２・３運動が実施されます

　平成28年４月施行された農業委員会法により、秋田県内において、新体制へ移行した農業委

員会は昨年７月で20市町村となっており、今年７月までには全ての市町村で移行することにな

ります。法改正により、農業委員には「人・農地プラン」への積極的な関与や、農地の利用集

積等の農地利用の最適化に向けた活動が求められています。

　このことから、秋田県・農地中間管理機構（秋田県農業公社）、秋田県農業会議が共通認識

のもと、新体制となった農業委員会による農地利用の最適化にかかる活動が円滑に実施できる

よう、次のとおり農地の出し手と受け手のマッチングを推進する運動を展開していきます。

１・２・３運動・・・
　委員の一人一人が、２人３脚で、３年間推進する。この運動は下記の３ステップで展開し

ます。

推進期間 ：平成29～31年度までの３年間

活動目標 ： ３年間で各市町村の「人・農地プラン」を委員及び推進委員が関与して見直

し、そのプランを基に委員及び推進委員が農地のマッチングを行う体制を構築

すること。

ステップ１を実施するにあたり、

　農業委員が農家世帯へアンケート用紙の配布・回収に伺います。内容は地区の10年後はどう

なっているか？後継者の有無等、チェック形式のアンケートとなります。人・農地プランの基

礎的数字、あっせん等の貴重な資料にもなります。皆様のご理解・ご協力、よろしくお願いし

ます。

アンケート実施時期：平成30年１月下旬～３月末

ステップ１
　現状の「人・農地プラ

ン」の確認・把握、農家へ

のアンケート調査の実施

ステップ２
　「人・農地プラン」の見

直し

ステップ３
　農地中間管理事業等を活

用した農地の出し手と受け

手とのマッチング

(5) あきた農地利用最適化推進１・２・３運動

全
国
農
業
新
聞
は

農
業
者
の
利
益
代
表
機
関
で
あ
る

農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
機
関
紙
で
す
。

農
業
者
の
立
場
に
立
っ
て
編
集
・
発
行
し
て
い
る

〝
農
家
の
た
め
の
情
報
誌
〞で
す
。

│ 

農
業
・
農
政
の
情
報
紙 

│

全
国
農
業
新
聞
を

購
読
し
ま
し
ょ
う
！！

７
０
０

配
分
農
地
の
市
町
村
間

　
　
　
　所
有
権
移
動
状
況
30.1.1現在

単位：ha

町村名
配分当初
面　　積

現有面積 前年面積
増　減
（通算）

単年度
増　減

大潟村 8,975 9,292 9,226 317 66

男鹿市 675 546 572 △ 129 △ 26

旧山本町 12 13 13 1 0

旧琴丘町 328 309 322 △ 19 △ 13

旧八竜町 541 440 455 △ 101 △ 15

八郎潟町 446 363 375 △ 83 △ 12

その他 0 14 14 14 0

計 10,977 10,977 10,977 － －



(6)農地中間管理事業

農地中間管理事業農地中間管理事業農地中間管理事業

貸し手
（農地所有者）

分散した農地
担い手ごとに
集約した農地
担い手ごとに
集約した農地

借り手
（担い手）

借受け 貸付け
（転貸）

農地中間管理機構
（秋田県農業公社）

＜農地中間管理事業＞
①受け手希望者の公募
②農地を借受け（農地中間管理権）
③農地管理
　必要な場合は簡易な基盤
　整備等を実施
④貸付けは、担い手が作業し
　やすいよう集約化に配慮

市町村、
農業委員会
へ相談

農用地利用
配分計画
（知事の認可）

公
社
が
借
受
け
る

農
用
地
等
に
つ
い
て

○機構が借受ける農用地等は、農業振興地域内に限ります。
○借受期間は、原則10年以上とします。
○機構は、簡易な基盤整備事業を支援します。
　機構へ10年以上の期間で貸付けのあった農地については、借り手の希望により、畦畔除去や暗渠排
水といった簡易な基盤整備事業を実施できます。

○再生が著しく困難な遊休農地や、借り手がなかなか見つからない又は所有権以外の権利が設定され
ている農地は借入れできない場合があります。

○借受希望者の規模拡大や分散錯圃の解消に資すること
○すでに効率的かつ安定的な農業経営を行っている農業者の経営を妨げないこと
○新規参入者が効率的かつ安定的な農業経営を目指していけるよう配慮すること
○地域農業の健全な発展を旨とし、借受希望者のニーズをふまえて公平・適正に調整すること
○借入地の交換、隣接地、集落営農組織が法人化して利用する場合などを優先
○借受け希望の条件や、「人・農地プラン」の内容などを総合的に勘案

貸付先
決定ルールに

ついて

大潟村の状況
（平成29年12月26日現在）

借　受
希望者

 地域 経営体
 大潟村内 49件
 大潟村外 59件

貸　付
希望者

 地域 経営体
 大潟村内 0件
 大潟村外 5件

平成29年度事業

農業後継者
　がいない

高齢で農作業が
できない

　　経営規模を
拡大したい！

新規に農業に　　
取り組みたい！

浮田　順子［東３－１・☎45－2237］　宮川　清子［西２－１・☎45－2004］　
佐野麻寿美［北１－２・☎45－2352］　戸堀　義一［東２－４・☎45－2431］
菅原富美子［西２－２・☎45－2104］　川﨑　幸江［西３－４・☎45－2916］
大島　和夫［東３－２・☎45－2490］　埴生　　望［東３－１・☎45－2829］
小林　信之［東３－３・☎45－2144］

ドキワクアドバイザーに気軽にご相談を！



(7) 異 業 種 交 流 会
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ｇ
ａ
ｔ
ａ

委
　員
　
　小
　林
　信
　之

　今
年
度

は

３

回

「
異
業
種

交
流
会
の
集
い
」
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
が
、
そ
の
第
２

弾
と
し
て
11
月
18
日
（
土
）

サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟
に
お
い

て
「
恋
の
ボ
ジ
ョ
レ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
in
Ｏ
ｇ
ａ
ｔ
ａ
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

「
異
業
種
交
流
会
の
集
い
」

は
、
大
潟
村
異
業
種
交
流
会

（
青
年
会
・
農
近
ゼ
ミ
・
Ｊ

Ａ
青
年
部
・
Ｃ
Ｅ
農
業
者
ク

ラ
ブ
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
）

の
主
催
で
農
業
委
員
会
と
ド

キ
ワ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
協

力
し
て
い
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
こ
の
秋
に
行
わ
れ
る

「
パ
ー
テ
ィ
ー
」
は
、
数
年

前
か
ら
ボ
ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ヴ

ォ
ー
の
解
禁
日
後
に
開
催
さ

れ
、
女
性
に
人
気
の
あ
る
イ

ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
女

性
15
名
の
募
集
定
員
に
対
し

20
名
以
上
の
参
加
希
望
が
あ

り
、
問
い
合
わ
せ
順
に
、
近

隣
市
町
村
か
ら
17
名
の
女
性

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
対

す
る
村
内
男
性
参
加
者
は
13

名
で
し
た
。
（
少
し
残
念
で

す
）　パ

ー
テ
ィ
ー
は
サ
ン
ル
ー

ラ
ル
大
潟
に
用
意
し
て
い
た

だ
い
た
約
20
ℓ
の
ワ
イ
ン
の

樽
を
開
け
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
、
異
業
種
交
流
会
の

代
表
の
乾
杯
で
、
宴
が
始
ま

り
ま
し
た
。
今
回
は
「
藤
田

ゆ
う
み
ん
」
さ
ん
に
司
会
を

お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
ビ

ュ
ッ
フ
ェ
テ
ー
ブ
ル
の
周
り

に
、
６
テ
ー
ブ
ル
が
用
意
さ

れ
、
男
女
各
２
〜
３
名
づ
つ

座
り
、
ワ
イ
ン
と
お
い
し
い

料
理
を
た
し
な
み
な
が
ら
会

話
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
10
分
毎
に

男
性
陣
が
テ
ー
ブ
ル
を
移
動

し
て
約
１
時
間
で
全
テ
ー
ブ

ル
を
回
り
、
全
員
と
会
話
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

始
め
は
静
か
だ
っ
た
会
場
も
、

藤
田
ゆ
う
み
ん
さ
ん
の
楽

し
い
ト
ー
ク
と
交
流
会
ス
タ

ッ
フ
の
企
画
し
た
ゲ
ー
ム
で

自
然
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
を
見
て
い
る
と
、

参
加
さ
れ
て
い
る
方
々
が
楽

し
そ
う
に
会
話
を
し
て
い
る

の
で
、
交
際
で
き
る
カ
ッ
プ

ル
が
何
組
か
出
来
そ
う
な
感

じ
が
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

あ
っ
と
い
う
間
に
パ
ー
テ
ィ

ー
が
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
希
望
者
で
２
次
会
３
次

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
次

会
３
次
会
で
は
、
毎
回
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
ス
タ
ッ
フ
が

女
性
参
加
者
か
ら
パ
ー
テ
ィ

ー
の
感
想
を
聞
い
て
く
れ
た

り
、
大
潟
村
に
嫁
い
だ
話
を

し
た
り
し
て
く
れ
、
女
性
の

立
場
か
ら
大
潟
村
に
来
や
す

い
環
境
を
作
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
（
本
当
に
感
謝
で

す
）
そ
の
甲
斐
が
あ
っ
て
か
、

こ
こ
数
年
で
成
婚
ま
で
い
っ

た
カ
ッ
プ
ル
が
、
私
が
聞
い

て
い
る
だ
け
で
も
（
農
業
委

員
会
に
は
あ
ま
り
情
報
が
入

っ
て
こ
な
い
の
で
す
べ
て
だ

期日：平成30年２月３日（土）午後６時から　場所：サンルーラル大潟
問い合わせは農業委員会　☎ ４５－３６５４

○恋がはじけるシャンパンナイト
　in Ogata　　開催！

参加者
募集

と
思
い
ま
せ
ん
が
）
３
組
は

お
り
ま
す
。
少
し
づ
つ
で
す

が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
成
果

が
上
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。　今

回
少
し
残
念
だ
っ
た
の

が
、
男
性
参
加
者
が
少
な
か

っ
た
こ
と
で
す
。
女
性
参
加

者
の
参
加
費
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
ど
の
理
由
は
と
も
あ
れ
、

せ
っ
か
く
大
潟
村
ま
で
来
て

く
れ
る
女
性
が
い
る
の
だ
か

ら
、
も
っ
と
積
極
的
に
参
加

し
て
ほ
し
い
で
す
。
「
異
業

種
交
流
会
の
集
い
」
第
３
弾

も
２
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
予

定
で
す
の
で
、
女
性
参

加
者
を
超
え
る
参
加
者

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。　近

年
、
全
国
的
に
晩

婚
化
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。
あ
る
自
治
体
で
は
、

20
代
か
ら
の
婚
活
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
時
代
は

違
い
ま
す
が
、
私
が
結

婚
し
た
時
は
30
歳
ま
で

に
結
婚
し
な
け
れ
ば
遅

い
と
い
う
雰
囲
気
が

あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

20
代
か
ら
の
婚
活
が
、
い
ず

れ
訪
れ
る
大
潟
村
の
人
口
減

を
遅
ら
せ
る
対
策
の
一
つ
に

な
る
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま

す
。　こ

れ
か
ら
も
大
潟
村
異
業

種
交
流
会
・
ド
キ
ワ
ク
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
も
に
協
力
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
考
え
、

素
敵
な
カ
ッ
プ
ル
が
生
ま
れ

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
ご
理
解
の

上
、
こ
の
事
業
に
ご
協
力
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

異業種交流会構成団体異業種交流会構成団体異業種交流会構成団体
団　体　名 会長又は代表者名

大島　翔平
本庄　　渉
栄田　美樹
三浦　早苗
佐藤　慶一
三留慎太郎
大沼　　猛
太田　　翔
佐藤慎太郎
木津谷圭輔

東3-2
東3-2
西1-4
西2-1
西1-4
西2-3
西2-3
西1-2
東2-3
東2-6

住所

大潟村青年会

農業近代化
　　　ゼミナール

ＣＥ青年
　　農業者クラブ

大潟村
 　フレッシュミズ

農協青年部



農地情報をインターネットで公開しています。
　農地法の改正により、農業委員会の農地台帳が法定化されたことに伴い、平成27年４月１日か
ら農地の情報が閲覧できるようになりました。閲覧はインターネットで全国農業会議所が提供す
る「全国農地ナビ」にて閲覧できます（インターネットによる閲覧は項目に制限があり
ます）新しく農業を始める方や農業の規模拡大を希望する方は「全国農地ナビ」をご活
用ください。

全国農地ナビ→ https://www.alis-ac.jp/

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
!! 

詳
し
く
は
同
時
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

 ◎定例総会・全員協議会

 1月 10日 第１回農業委員会定例総会・全員協議会

 2月 2日 第２回農業委員会定例総会・全員協議会

 3月 2日 第３回農業委員会定例総会・全員協議会

 4月 3日 第４回農業委員会定例総会・全員協議会

 5月 2日 第５回農業委員会定例総会・全員協議会

 6月 2日 第６回農業委員会定例総会・全員協議会

 7月 3日 第７回農業委員会定例総会・全員協議会

 8月 1日 第８回農業委員会定例総会・全員協議会

 9月 4日 第９回農業委員会定例総会・全員協議会

 10月 2日 第10回農業委員会定例総会・全員協議会

 11月 6日 第11回農業委員会定例総会・全員協議会

 12月 4日 第12回農業委員会定例総会・全員協議会

 ◎農地パトロール

 8月 1日 農地パトロール（農業委員・土地改良区・農協）

 11月 6日 農地パトロール（農業委員・土地改良区・農協）

 ◎部会の開催

 1月 10日 農政部会（平成29年農業委員だより発行等）

 1月 19日 平成29年農業委員だより発行

 2月 2日 農地部会（遊休・耕作放棄地等への対応）

 4月 27日 農地部会（畦畔調整に関して）

 6月 2日 農地部会（畦畔調整に関して）

 7月 7日 農地部会（畦畔調整に関して）

 7月 21日 農地部会（畦畔調整に関して）

 11月 21日 農地部会（遊休・耕作放棄地等への対応）

 11月 21日 農政部会（平成30年農業委員だより発行等）

 12月 21日 農政部会（平成30年農業委員だより発行等）

 ◎ドキワク・異業種交流会

 1月 23日 異業種交流会会議

 2月 4日 異業種交流会の集い

 （恋がはじけるシャンパンナイトinOgata：ホテルサンルーラル）

 6月 21日 ドキワクアドバイザー・異業種交流会との合同会議

 7月 10日 異業種交流会会議

 8月 2日 異業種交流会会議

 8月 19日 異業種交流会の集い

   （恋のBBQパーティー：ホテルサンルーラル）

 8月 28日 企業と共に取組む秋田の結婚支援事業広域連絡協議会

 9月 6日 異業種交流会会議

 11月 7日 異業種交流会会議

 11月 18日 異業種交流会の集い

   （恋のボジョレーパーティー：ホテルサンルーラル）

 12月 13日 異業種交流会会議

 ◎農業会議・秋田中央地区農業委員会会長会関係

 1月 27日 秋田県女性農業委員協議会総会

 3月 16日 第１回秋田県農業会議臨時総会

 3月 16日 市町村農業委員会会長会議

 4月 25日 秋田中央地区農業委員会会長会通常総会

 5月 25日 秋田県農業会議監事会

 5月 25日 秋田県農業会議第５回理事会

 5月 29日  平成29年度全国農業委員会会長大会及び秋田県選出国
会議員要請集会・中央地区会長会研修会（～30日）

 6月 26日 秋田県農業会議第２回通常総会・第６回理事会

 7月 18日 秋田県農業会議第７回理事会

 8月 8日 秋田中央地区農業委員会会長会臨時総会

 8月 17日 全県農業委員会会長会議

 8月 17日 秋田県農業会議臨時総会

 8月 22日 全県農業委員・農地利用最適化推進委員研修会

 9月 13日  平成29年度市町村農業委員会会長、会長職務代理
者、事務局長会議

 9月 25日 秋田県農業会議第18回常設審議委員会

 10月 27日 秋田県農業会議第19回常設審議委員会

 11月 2日 第61回秋田県農業委員大会（由利本荘市）

 11月 24日 秋田県農業会議第20回常設審議委員会

 11月 28日  農業者年金加入推進セミナー・農業委員会会長代表
者集会・視察研修（～30日）

 12月 18日 秋田県農業会議第21回常設審議委員会

 ◎関連事業関係

 1月 10日  農業委員研修会（農業委員会主催／講師：農業公
社）・農地中間管理事業について

 2月 22日 大潟村外周辺４市町農業委員会連絡協議会

 2月 23日  大潟村農作業標準作業料金改訂に伴う受託組合との
会議

 2月 24日 大潟村４団体連絡協議会

 ◎定例総会・全員協議会  8月 28日 企業と共に取組む秋田の結婚支援事業広域連絡協議会

農業委員会の活動のあらまし （平成29年1月～平成29年12月）

(8)農 業 委 員 会 １ 年 間 の 活 動 等

圃場内に農舎等を
建てる場合は
許可が必要です

■問合せ：農業委員会(℡45-3654)

　農地転用（農舎等の農業用施設・既設用地の拡張等）につ

いては、事前に相談してください。なお、許可のない農地転

用については原状回復等の措置が講じられますので注意して

ください。転用許可申請書に添付する書類等詳細については

お問い合わせ下さい。




